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１　課題 2　めざす姿

3　めざす姿に向けた取組の具体

１学期の取組 検証 ２学期の取組 検証 ３学期の取組 検証

4　取組の結果

１年生 市学力調査（４月）

２年生　全国学力・学習状況調査プレテスト（１２月） Ｈ３１ 全国学力目標値

３年生 全国学力・学習状況調査（４月） ３年生 検証（　　）月

教科

目標値
（対県比％）

教科

目標値
（対県比％）

教科

目標値
（対県比％）

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ｂ 理科

平成３０年度　学力向上に向けた検証改善シート

日比崎中学校

・生徒は意欲的に学習を行える状況にあり，各種調査において全国・県平均を上回っているが，各教科に
おいて活用に課題がみられる。
・生徒の表現力・コミュニケーション能力を伸ばすことができているか，また，授業の質そのものが高まって
いるといえるかという点において，研究及び検証が十分ではない。

94102 100

・各授業の展開場面において，生徒が主体的に活動している時間の質と量を高める。
・そのために，「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が最も重要であると考えており，「強い問題意識と
達成欲求を抱かせる課題設定」のための授業改善に取り組む。また，思考を深める学び合いの場面の設定するこ
とで，生徒の主体的な学びをより促す。

社会（基礎）

96

（対県比％）数学Ａ

　　　　　　　　　％
結果

（対県比％）

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

110 110 110 110 110

取組の結果
（対県比％）

結果
（対県比％）

106 109 110 119 109

92

理科（基礎） 理科（活用）

・本年度の研究テーマの下，授業公
開に向けて，課題発見・問題解決学
習の単元開発を進める。
・各教員が単元開発において培った
ものを，日々の授業の質の向上，改
善につなげていく。
・授業の展開場面において，「主体
的な学び」を位置づける。
・定期テストに活用問題を設定す
る。

社会（活用）

91 88

・授業の展開場面において，「主体
的な学び」を位置づける。
・定期テストに活用問題を設定す
る。

・生徒・教師アンケート（７月実施）
・定期テスト設定問題の定着率（５
月，７月）
・各種学力調査の定着率

理科

教科

結果
（対県比％）

国語（基礎） 国語（活用） 数学（基礎） 数学（活用）

95
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